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別冊編の概要②～想定される活用方法について～
 CFO、法務担当役員及び社外取締役というキープレーヤーが、海外M＆Aを行うにあたって、企業価値向上

に向けて経営全体を俯瞰し必要な行動をとる「経営者」としての「オーナーシップマインド」をもった行動を実践し
ていくために重要なポイントについて、有識者や経験者（現役の方を含む）の声をもとに作成。

 記載された具体例等をきっかけに社内での議論を活性化し、M＆Aを成長につなげるために自社にとって必要
な取組の実践につなげるうえでの一助となることを目指す。

活用の具体例（イメージ）
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本文記載のポイント・他社や有識者のコメントと比較して
自社経営陣の取組はどうだったか？自社の取組に足りな
かった点/良かった点は何か社内で議論し、次に生かす

実際に、案件の検討を開始するにあたって、経営陣や社
外取締役各々が意識しておくべきことは何か、事前に
チェックと議論を行ったうえで、実際に検討・実行に進む

「買収したら終わり」というマインドになりやすい執行サイド
に対して、反省と検証を促したいときに、重点的に検証す
べきポイントは何か、参考コメント等も踏まえて判断
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